
５月８日 「こどもの日 －やさしくたくましく－」 
ゴールデンウイークも終わり、学校生活が始まりました。新型コロナウイル

スもインフルエンザと同じ感染症に移行され、制限もだいぶ緩やかになりまし

た。健康カードの提出もなくなります。感染拡大が見られない場合は、うがい、

手洗い、換気、咳エチケットをして気を付けていきます。マスクも自分の状態

でつけたりはずしたりしていきましょう。 

さて、今日は５月５日「こどもの日」について話します。みなさんは、「こど

もの日」について、どんなことを知っていますか。 

〇国民の祝日 お休み 

〇鯉のぼりや五月人形を飾る 

〇かしわ餅や粽（ちまき）を食べる 

〇しょうぶ湯に入る 

などがあります。 

ではなぜ、そのようになっているか、考えたことはありますか。こどもの日

はもともと中国に伝わっていたものが、日本に伝わり、日本らしく受け継がれ、

伝統行事となっています。 

まず、お休みと決まったのは昭和 23年、今からおよそ 70年前に祝日法とい

う法律で「こどもの幸せと母への感謝の日」として決まりました。 

鯉のぼりは、鯉が滝をのぼって竜になり、竜が天に昇っていくという昔話か

ら子どもが出世しますようにという願いが入っています。五月人形は、兜（か

ぶと）や鎧（よろい）、刀（かたな）などを飾りますが、そういった物を飾って

災いから身を守ることを願ったそうです。 

かしわ餅は柏の葉でお餅を包みます。柏は新芽ができるまで葉を落とさない

ため、縁起の良い、めでたい木とされています。また、ちまきは、困難を避け

る厄払いの力があるとされる笹の葉や竹の葉でもち米を包んで食べます。先週

の給食にも、粽（ちまき）がでましたね。 

しょうぶ湯とは、ショウブという植物をお風呂に入れて入ります。ショウブ

という植物には独特の強い香りがあり邪気をはらうと考えられ、お風呂で一緒

に浸かる文化が誕生しました。 

このように、昔から日本には、伝統行事があり、そこには子どもが健やかに

成長するようにという願いが込められています。今まで制限があり不自由な生

活や我慢がたくさんありましたが、これからは、その制限もだんだんとなくな

っていきます。いろいろなことに挑戦し、皆さんがやさしくたくましく育って

いくことを願っています。 


